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有限会社　ゆう愛

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 ケア理念として「居心地良い環境と心地良いケアの提供」を掲げ、利用者様一人ひとりに個別性に沿っ
た細かいサービスを心掛けている。小さな事でも生活の中に役割を持ってもらい日々の活動が生きが
いに繋がるような生活支援を行っている。また、スタッフが毎日の食事の献立を決めて利用者様一人
ひとりに喜んで食べていただけるようメニューにも力を入れている。毎年恒例となっている長寿を祝う会
では、近くの保育園から園児が来て歌や踊りなど見せて下さり、利用者様にとって楽しみの一つとなっ
ている。ご近所様から季節の野菜やお花を頂いたり、小学校で収穫したお芋を生徒さんが持って来て
下さる等地域との繋がりがある。。ハード面では今年の３月から新築の建物に移り、明るく廊下も広い
開放的な環境で生活を送られている。協力医療機関との連携もあり利用者様やご家族の安心へと繋
がっている。

グループホームあったか荘（1号館）事業所名

自己評価作成日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
地域との交流や地域発展に寄与するという法人の理念に基づき、長きに亘り地域との交流を促進した
積み重ねの結果、日常的な住民との近所付き合いを実現している。訪問看護、訪問薬局(居宅療養管
理指導)、訪問診療(内科)等、医療的に非常に恵まれている環境にある。「全然何もしなかったのに、習
字をしたり雑巾を縫ったり、まるで別人のように生き生きとしており、このホームに来てから本人が明る
くなった。」と家族から好評である。誕生日にはスタッフの手作りケーキ、ドライブがてらの回転寿司が
人気で、前もって予約しては利用している。クリスマスにはバイキングスタイルを採用しており、来年は
外でバーベキューも予定しているとのこと。「出来ることをさせていただきながら、楽しく生活しており、
ゆっくりじっくり話を聞いてくれる。」との家族の声から、専門性の高い事業所であることが推測できる。

基本情報リンク先

秋田県大仙市角間川町字前田１番地２所在地

社会福祉法人　秋田県社会福祉事業団

所在地

評価機関名

評価結果市町村受理日

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

54
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

62

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

61

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
1. ほぼ全ての利用者が

64

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての利用者が

63
3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

58
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

65

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

66

60
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

59
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

57

56
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

55
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

平成３０年１１月９日

秋田市御所野下堤五丁目１番地の１

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～53で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

訪問調査日 平成３０年１２月５日

1  自己評価及び外部評価結果

0590800298

法人名



グループホームあったか荘（1号館）

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、代表者と管理者と職員は、その理念
を共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域とのつながり
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に伝
え、地域貢献している

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

認知症なんでも相談所の窓口としてその役割を果た
している。運営推進会議でも地域の方の認知症につ
いて理解をして頂く機会を作り、支援方法などお伝え
している。

様々な介護サービスの取り組みについて報告した
り、スライドショーを使いホームでの生活状況を見て
頂いたりしている。その他、介護保険の仕組みや介
護サービス等の勉強会、今年度から行っている身体
拘束適正化検討委員会を実施し意見を頂くなどし、
サービスの向上に努めている。

利用者、家族、地域住民、民生児童委員、行政
職員が参加している運営推進会議が、広いホー
ムの会議室を会場に2ヶ月に１回開催されてい
る。地域密着型外部評価機関から提供されたア
ンケート結果集計についても議題として取り上げ
られている。

事業所理念「居心地良い環境と心地良いケアの提
供」を職員の共通目標に掲げている。月に一度の職
員会議では事業所理念に繋がるよう毎月目標を立
て、職員間で共有し日々のケアに努めている。

ホームのパンフレットに有限会社ゆう愛の３項目
の理念が紹介されており、この法人としての理念
を踏まえ、ホーム独自の理念が作成されて、玄
関やスタッフルームに掲げられている。理念をよ
り具体化した月毎の目標を定めており、先月は
健康管理をテーマに温度管理や湿度調整等に
重点をおき取り組んでいる。

運営推進会議などで地域住民の方に定期的に報告
を行っている。また、近隣の方より野菜や花など頂い
ている。地域の方へは、職員から明るい挨拶を心掛
けており、利用者がホームの前で近所の方と顔を合
わせ会話をされることもある。また、毎年保育園の園
児の協力を敬老会で頂いたり、町内他の施設の祭り
への参加、ボランティアなどを受け入れ地域との交流
を図っている。

地域との交流や地域発展に寄与するという法人
の理念に基づき、10年以上に亘り地域との交流
を促進した積み重ねの結果、日常的な住民との
近所付き合いを実現している。一人暮らしの高齢
者から電話の具合がおかしいとの相談を受け、
早速NTTにホームスタッフが連絡したところ、利
用料金の滞納が判明し、通話再開の手続きにつ
ながったとのこと。事業所の敬老会当日には、近
隣住民へ、お礼に紅白の饅頭を配ったとのこと。
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グループホームあったか荘（1号館）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解
しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう
支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

社内研修や外部研修において、また職員会議等で
虐待防止の意識付けをしている。利用者様の身体等
に異常がないか常に観察を行うとともにスタッフ自身
の言動や行動が虐待につながらないよう留意してい
る。

社内研修、外部研修にて制度を学び、活用できる
サービスなどについて職員が知識を深める場を設け
ている。

主に管理者やケアマネジャーが中心となり、密に連
絡を取り合っており、協力関係が築かれている。ま
た、運営推進会議の担当として来てくださり、事業所
の状況を報告しご意見を頂くなどしている。

市から本年度は地域包括支援センターの保健師
が運営推進会議に参加しているが、市の担当者
が年度交代で派遣されており、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを各担当者に理解して
もらい、各担当者と協力関係を築く機会となって
いる。

社内研修の開催の他、外部研修にも参加している。
参加できなかった職員に対しては、資料の配布や申
し送りを行っている。また、職員会議でも身体拘束マ
ニュアル内のリストを使用し身体拘束についての意
識付けを行い、身体拘束をしないケアについて全職
員が理解しケアに取り組んでいる。

法人共通の身体拘束の廃止に向けたマニュアル
や適正化指針が整備され、[身体拘束してません
か？チェックリスト]を活用した自己チェックを実
施しており、チェック結果は運営推進会議内に設
置された身体拘束適正化委員会で紹介し、検討
されている。参加した家族からスピーチロック等
そこまで頭にあげなくてもとの感想に、事業所と
しての方針を説明し理解してもらうよう取り組ん
でいる。

契約時や改定の際には十分な説明の時間を設ける
ようにしている。必ず同意書に署名や捺印を頂いて
いる。疑問点はいつでも聞いて下さるよう声をかけて
いる。
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グループホームあったか荘（1号館）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、代表者自身や管理者や職員一人ひと
りのケアの実際と力量を把握し、法人内外の研修
を受ける機会の確保や、働きながらトレーニング
していくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、代表者自身や管理者や職員が同業者
と交流する機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの質
を向上させていく取り組みをしている

申し送りや職員会議には必ず管理者も参加し、日頃
から意見を聞く場が設けられている。あがった意見や
提案などは管理者会議を通じて代表に報告できるよ
うになっている。

冬場の夕方になると駐車場が真っ暗になること
が判明し、法人に要望した結果、早速外灯を整
備してもらいありがたかったとのこと。3月の新築
後、ユニット毎の単独活動を維持してきたが、今
後は行事等合同で企画したいとの意向を確認し
た。

２ユニットであるメリットを大いに活用
した今後のユニット合同での企画推
進に期待します。

毎月のシフト作成時、希望休や有休が取り入れられ
ている。また、退社時間の厳守にも努め、管理者の
他職員同士でも声をかけあっている。
初任者研修や実務者研修費の補助を行っている。

ご家族様には面会等で来訪された際に意見や要望
等ないか伺っている。その他、ケアプランの見直し時
期にも評価の用紙と共に要望など無いか記入できる
欄を設け意見を頂くことも出来るようにしている。契
約時にも、苦情相談窓口があることを説明し、ホーム
内に意見箱を設置している。

ケアプランの一角に「※その他、ご要望がありま
したら、ご記入ください」と題した欄を設け、3ケ月
に一度のケアプラン見直し時に、家族が記入で
きるよう工夫している。本人が主食を残すことを
気にしているとの相談に対し、早速家族に問題
ないことを伝え、その後本人にも説明したとのこ
と。些細なことでも気兼ねなく連絡し合える姿勢
が家族との信頼関係の構築につながっている。
家庭事情をよく理解してくれており、スタッフ全員
が同じ方向を向いていて、些細な事でも電話して
くれ、アットホームであったかい雰囲気の事業所
であると家族から好評である。

職員が行きたい研修には自由に受講できている。ま
た、年間の研修計画を立て外部から講師を招き専門
的な知識を深められるようにしている。

主に代表や管理者は同業者との交流の機会を多く
持っている。大曲仙北地域密着型介護事業者連絡
会主催の研修に参加したり、同一市内で働く職員向
けの研修に参加し、グループワークを通じて他の事
業の取り組みを聞きアドバイスを頂くなど質の向上に
努めている。
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グループホームあったか荘（1号館）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

18 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

19 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

事前に生活歴や本人が生活上困っていること、不安
なことを面談を通じて家族やケアマネジャーなどから
情報を頂き把握したうえでどのような支援が望ましい
か話し合い、本人の不安につながらないよう関係づく
りに努めている。

事前に、家族が生活上で困っている事、不安なことを
面談を通して把握したうえで、家族が安心できるサー
ビス内容を共に考えていけるよう努めている。

利用者様中心に家族と共に支えていく意識で、生活
の様子が伝わっていくよう、ケアプランの評価にも詳
しく書くようにしている。また、面会時や電話があった
時など、生活の様子や変化などを伝え、協力をいた
だきながらともに支えていく関係となるよう努めてい
る。また、毎月お便りを出し、生活の状況をお伝えし
ている。

知人や親戚との関係を絶やさないために、いつでも
遊びに来れる環境と柔軟な対応をしている。外出も
可能である。友人や知人が面会に来られた際には写
真を撮り、お便りを送る際に一緒に送っている。

「友人を連れて訪問していいですか。」との問い
合わせで訪問した方に、昼時だったので一緒に
ホームの昼食をサービスし、皆さんと過ごしても
らったとのこと。スタッフの心得、自己啓発、世
相、健康、時事問題など幅広い分野にわたる
テーマを取り上げた一日一話の読みきり「職場の
教養」を毎朝輪読しており、スタッフの相互理解
や訪問者に対するさりげない挨拶につながって
いるとのこと。

利用者様を一人の「家族」とする視点を持ち、利用者
一人一人の個性を大切に、得意なことを見つけ、引
き出しながらお互いが助け合い、支え合う関係を築く
ようにしている。また、本人の負担にならないよう配
慮している。
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グループホームあったか荘（1号館）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

20 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよう
な支援に努めている

21 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
22 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

23 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、生きがい,これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

24 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

25 （10） ○チームでつくる介護計画
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

入居前に本人や家族から生活歴や希望を伺い、入
居された後もお話の中から希望や意向を聞けるよう
な関係づくりに努め把握している。一人一人の状況
に合わせてサービス提供を行っている。意思疎通が
困難な場合は、家族とよく話し合い、本人の意向に
沿うよう努めている。

「他の事業所を利用していた時は、全然何もしな
かったのに、あったか荘に入居してからは、習字
をしたり雑巾を縫ったり、まるで別人のように生き
生きとし、一体どんな魔法をかけたんでしょう
か？」「お手伝いすることに生きがいを感じている
ようで、良かった。」「作業レク等、毎日の生活の
中で、出来ることをさせていただきながら、楽しく
生活している。」「一人ひとりを尊重してゆっくり
じっくり話を聞いてくれたり話をしてくれたり。」と
の家族の声から、専門性の高い事業所であるこ
とが推測できる。

3月のオープン後、畑の整備が不十
分な状況にあり、来年度は畑や花壇
の活用を利用者スタッフ共に楽しみに
している。一人ひとりの思いや暮らし
方の希望を実現する一環として、畑
や花壇の今後の活用を期待します。

入居前にご本人、ご家族へ聞き取りをし、入居後も
都度確認を行いながら生活歴を把握し記録すること
で皆で共有し、サービス提供に生かしている。個人
ファイル内のアセスメント等は職員がいつでも見るこ
とができる。

職員が間に入り、耳が聞こえにくければ相手の方に
お話した内容を伝えたり、会話が苦手であれば事前
の情報から趣味や得意にしていたことなど興味のあ
る話題を提供し、会話のきっかけ作りに努めている。

入院などで退居になっても面会に伺ったり、家族へ
電話し状態の確認をしたり、相談を受けたりしてい
る。

過剰な介護にならないよう、利用者一人ひとりの出
来ることを見極め、支援している。状態悪化には、臨
機応変に対応している。生活記録、管理日誌にも大
事なところなどわかりやすいように記入し、申し送り
では２日前の情報から伝えるようにし、休み明けの職
員にも情報がこぼれることなく伝わるようにしている。

月に１回のケアカンファレンスにて、利用者の状態を
話し合い、必要なサービスなどを考え、３か月に１
度、家族の意見も取り入れた介護計画を作成し、家
族に説明している。利用者それぞれに、職員が担当
に付き、介護計画の作成に協力している。

日頃から気づいた事を業務日誌に記録すること
が習慣化しており、月末の会議で再検討し介護
計画に反映させている。遠方の家族には電話で
ケアに対する要望を聞き取るよう配慮している。
介護計画様式の一角に家族が記入できる欄を
設ける工夫も確認できた。
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グループホームあったか荘（1号館）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

26 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

27 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

28 （11）
○かかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ
薬局等の利用支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医、かかりつけ歯科医、
かかりつけ薬局等と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援している

29 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

30 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている。

一人ひとりの日常の暮らしの様子、健康状態など変
化や気付きを個別に記録し、職員間で共有し変化が
あれば、介護計画の見直しなど検討し実践にいかさ
れている。

気付きや疑問があれば、その都度系列の看護師に
相談できる状況となっている。また、定期的に訪問看
護ステーションの訪問看護を受け、相談助言も頂け
る関係となっている。

入院時は、面会に伺う他、病院側と入院時の状態に
ついて伺い、情報の共有・交換ができるようにし早期
退院に向けた連携も出来ている。

町内の行事に参加したり、保育園の訪問があった
り、町内の散歩中に地域の人と挨拶や会話をするな
どしている。また、季節の野菜やお花を近所の方が
届けて下さる。必要に応じて、民生委員やボランティ
ア、消防の協力も得ている。

無理にかかりつけ医を変更することはせず、本人の
希望する医療機関を受診している。薬局も同様、今
まで利用していたところを継続して利用するよう支援
している。また、内科医は訪問診療も行ってくれてい
る。かかりつけ歯科は年２回、ボランティアでホーム
にいらして健診をしてくれている。

協力医療機関が往診に来てくれる関係で、認知
症状が重い場合は家族に相談し、納得が得られ
ればかかりつけ医を変更する場合もある。近隣
の薬局へはバイタルチェックを参考に副作用に
ついて相談し、アドバイスを受けられる関係にあ
る。協力歯科医がホームの目の前に存在し、年2
回訪問検診を受けている。居宅療養管理指導の
一環で薬剤師も同行し月に2回以上訪問してお
り、気軽に何でも相談でき、楽しみに待っている
利用者もいる。訪問看護、訪問薬局(居宅療養管
理指導)、訪問診療(内科)等、非常に恵まれてい
る環境にある。
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グループホームあったか荘（1号館）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

31 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業
所でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

32 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の実践訓練を定期的
に行い、実践力を身に付けている

33 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
34 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

35 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

36 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

定期的に避難訓練を実施し、災害時に対応できるよ
うに努めている。社内研修においても非常災害時の
対応について消防職員から実技を入れた研修を行っ
ている。

年2回の避難訓練を実施している。水害を想定し
た避難訓練では避難ルートの一部の標高が低
いことを住民から指摘いただき、早速避難ルート
の再検討につながっている。避難訓練の反省会
には利用者も同席し、むしろ抜き打ちで実施して
欲しいとの利用者の意向があったと聞き驚いた。

一人一人に合った声のかけ方を工夫している他、声
の大きさやトーンにも気を配っている。特に傾聴する
姿勢を持ち、プライバシーを損ねるような対応になら
ないようにしている。

長い文章ではなく、出来るだけ簡潔な内容で、大
声を出さず声かけするよう努めている。耳の遠い
方には、触って合図してから話す、トイレ誘導は
耳元でさりげなく等々の対応に心掛けている。

重要事項説明書に看取りに関する指針が載ってお
り、入居時に家族に説明している。主治医の治療方
針を伺い、ご家族に随時、状態報告をすると共に今
後についての希望をお伺いし確認しながら進めてい
る。状態の悪化があれば、家族に相談し受診、入院
という体制も取っている。社内研修では看取りについ
ての勉強会も行なっている。

ホームにおける医療面でのサポートには限界が
あるが、出来る限りホームで過ごせるよう協力し
たいとの事業所の意向である。契約書に「重度
化した場合の対応について」を添付し、入居時に
説明し同意を得ている。

毎年、消防署指導による救急救命講習を受講して実
践力を身につけている。急変、事故があった場合、冷
静に対応できるようにしている。

利用者が安心してゆっくり話せるような、または意思
表示ができるような、雰囲気や話しかけ等の工夫に
努めている。安心して暮らしていただけるように、自
己決定を基本としている。表情やしぐさなどから利用
者の思いをくみ取れるよう、気付ける力を向上させて
いる。

一人一人の状態やその日の体調に合わせ、個々の
ペースで過ごしていただけるよう支援している。また、
個別での対応も行っており、美容室や買い物なども
希望に添えるよう対応している。
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グループホームあったか荘（1号館）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

37 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

38 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

39 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう状況を把握し、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている

40 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

41 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

理容美容に関しては、ご本人の行きなれた所で行え
るよう同行している。また、希望によっては訪問カット
も行っている。化粧を楽しまれる方もおり、その人らし
い身だしなみやおしゃれができるよう支援している。
季節に合った衣類の調整も本人と話し合いながら
行っている。

何が食べたいかお好みをお聞きし、献立に取り入
れ、季節感や彩りにも気を配っている。一人ひとりに
合わせ形態や量なども変えている。皆で食卓を囲み
会話を交えながら和やかに楽しく食事が出来るよう
にしている。また、野菜の下処理や食器洗い、食器
拭き、テーブル拭き、片付け等も一緒に行い、コミュ
ニケーションが図られている。

誕生日にはスタッフの手作りケーキを提供してい
る。パンが食べたいとの要望で昨日はサンドイッ
チ。ドライブがてらの回転寿司が人気で、前もっ
て予約しては利用している。菊まつりではフード
コートに立ち寄ったが一番人気はラーメン、そし
て食後のソフトクリーム。家族が下ごしらえした
山菜を差し入れしてくれている。クリスマスには
バイキングスタイルを採用している。管理者が自
らピザを生地から手作り。来年は外でバーベ
キューも予定しているとのこと。

一人ひとりの排泄状況を把握して排泄チェック表も活
用し、排泄の声かけやトイレ誘導を行っている。
チェック表を使用することで、前の時間より早めに声
をかけるなどし、できるだけ失敗せずトイレで排泄で
きるよう支援している。

夜間のトイレ回数の多い方や尿の量の多い方に
ついては、排泄チェックシートの情報を医療に提
供することで、排泄の自立支援につなげるよう配
慮している。

食事摂取量は、一人ひとりチェックをし記録に残して
いるが、摂取量が少ない時には食べたいものを出す
ようにしたり、おやつ時にパンなどお出ししている。
お粥や刻み食への変更も必要に応じて行っている。
水分量もチェックし、少ない時にはゼリーや寒天など
喉ごしの良い物に形を変えて提供するなどしている。

毎食後、歯みがき・うがいなどができるよう支援して
いる。必要に応じ歯の磨き直しなどの介助を行い、一
人ひとりに合わせた口腔ケアを行っている。年２回の
歯科検診時、歯科医より細やかなアドバイスがあり
口腔内の衛生に努めている。また、毎日口の体操を
行っている。
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グループホームあったか荘（1号館）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

42 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

43 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングや健康状態に合わ
せて入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や
時間帯を決めてしまわずに、個々にそった支援を
している

44 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

45 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解に努めており、医療関係
者の活用や服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

46 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

47 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

排便状況のチェックは毎日の申し送りで必ずしてい
る。水分は多めに摂って頂き、起床時に冷たい牛乳
をお出ししたり、昼食に寒天を出すなどしている。
また、腹部のマッサージや散歩なども合わせてできる
だけ自然な排便につながるよう支援している。

一人ひとりの服薬内容が書かれた処方箋をファイル
に綴じており、職員はいつでも見られるようになって
いる。薬の作用・副作用については薬の受け取り時
に薬剤師から聞いたり、居宅療養管理指導で来られ
た際にも相談やアドバイスを頂ける関係にある。薬が
変わった時には、職員間で情報共有し変化が無いか
確認も行っている。

生活の中で張り合いや喜びを感じて頂けるよう支援
している。外出やレクリエーションなどの中で、その方
の得意分野を生かせるよう、内容を変えたり、利用者
さんの状況と意欲に応じ、無理のない範囲で行って
いただき気分転換ができるよう支援している。

一人ひとりの希望やタイミングをみて入っていただ
き、入浴を楽しんでもらっている。健康状態を考慮
し、湯温や入っている時間にも気をつけながら、満足
して頂けるよう支援している。

色や香りを楽しめるよう入浴剤を活用しており、
冬至には柚子湯を楽しめる。浴室の入り口の暖
簾が温泉のような雰囲気を醸し出している。満杯
ではないが、入浴後のビン牛乳も提供しており、
いかにして入浴を楽しんでもらうか様々な工夫に
心掛けているというスタッフが存在する。

一人ひとりの生活習慣や体力的な事を考え、食後は
横になっていただけるよう配慮を行っている。横にな
る習慣がない方には、静かな雰囲気の中で好きなよ
うにくつろいでいただき、職員と会話を楽しまれる方
もいる。日中は職員との会話を楽しみ、夜間は不安
なく休まれる方もいる。

天気の良い日はできるだけと外に出て、散歩や気分
転換をしていただいている。花見や菊祭りなど季節
により外出している。その他、買い物や外食に出か
けたり個別に出かけることもある。

桜の季節には近くの神社まで桜を楽しみながら
散歩する。ホームの周囲1時間コースの散歩を楽
しむ利用者。外出しての感想を利用者から聞き
取り、次回の外出先の検討に反映させており、
「また、行きたい」との要望をもとに、大体の年間
計画がイメージされている現状にある。外出や外
食が楽しめることが家族から好評である。
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グループホームあったか荘（1号館）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

48 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

49 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

50 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、臭い、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしている

51 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

52 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

53 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

家族から気軽に電話があり、会話を楽しまれている。
家に電話したいと希望があれば、時間に配慮しなが
ら取次ぎをしている。自分から電話をしたり、手紙を
書くことが難しい利用者さんも多いが、会話ができる
よう支援している。

生活感、季節感を感じて頂けるよう、利用者さんにも
手伝ってもらい壁面装飾を行っている。お部屋には、
写真を貼ったり、作品を飾ったりするスペースも設け
ている。

面談室や広い会議室の存在が羨ましい。大きな
窓からは天気のいい日だと雄大な鳥海山が眺望
でき、窓に広がる田んぼが四季折々の表情を見
せる。広い廊下は車椅子同士がすれ違うのに充
分過ぎる広さ。この3月に新設されたとあって、今
までの経験を踏まえた快適な空間が実現されて
いるように感じる。

本人の希望や管理能力に応じて、お金を所持したり
使えるよう支援している。本人による金銭管理が難し
い利用者さんはお小遣いとしてホームで預かり管理
し、おこづかい帳をつけ面会時など定期的に家族に
報告をしサインを頂いている。

トイレ・浴室・洗面所には手すりを設置している。その
方の身体能力に合わせ、必要に応じて手すりや家具
を掴まりやすいよう高さを変えたりしている。利用者さ
んが混乱せずにできる限り気付き行動できるよう、職
員が見守りながら待つ介護を意識するようにしてい
る。

食事を摂るテーブルの席だけではなく、畳のスペース
やホール内にも椅子を置き好きな場所に座れるよう
にしている。利用者さん同士、外を見ながら会話が弾
む場面もみられる。

入居の際には、新たに物を買われるより使いなれた
馴染みの物を持って来て下さるよう声をかけている。
配置については、本人とも相談しながら行い、居心地
が悪くないよう配慮している。

ベッド、エアコン、タンスが備え付けられている。
毎朝スタッフが交代で掃除しており、どの部屋も
清潔である。居室で持ち込んだテレビでNHKの歌
謡番組を楽しむとのこと。ラジカセからは文部省
唱歌や美空ひばりが聞こえるとか。
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